
今
号
の
主
な
内
容

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
（
２
ペ
ー
ジ
）、
市
議
会
３
月
定
例
会
の
結
果
（
３
ペ
ー
ジ
）、
平
成
24
年
度
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
（
４
・
５
ペ
ー
ジ
）、
春
を
探
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
（
８
ペ
ー
ジ
）

ヤマブキ

バラ科　見ごろ…４月～５
月

　人里近くの道端や谷川沿いによく見られ、
観賞用にも栽培される落葉低木。幹は緑色で
高さ１～２㍍まで束になって伸びる。葉は互
生し先がとがる。春、短く新しい枝の先に直
径約４㌢の鮮やかな黄色の花を１個ずつ付け、
新緑の中によく目立つ。また、１～４個の果
実が成熟する。名前の由来は、山で枝や葉が
風に揺れることから。
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No.899　平成24年４月１日号

次号の折り込みは４月16日（月）

〈舞鶴市ホームページ〉http://www.city.maizuru.kyoto.jp/

（2012年）

※携帯電話用
ホームページ
は 下 の QR コ
ードから。

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

発行・舞鶴市（〒625-8555京都府舞鶴市字北吸1044、☎62・2300）　編集・広報広聴課（☎66・1041、ＦＡＸ62・7951）

　

地
域
医
療
の
確
保
お
よ
び
調

整
役
と
な
る
「（
仮
称
）
舞
鶴
地

域
医
療
連
携
機
構
」
の
設
立
に

向
け
て
、
３
月
26
日
、「
舞
鶴
地

域
医
療
連
携
機
構
準
備
会
議
」

を
設
置
し
、
第
１
回
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

同
準
備
会
議
は
、
同
連
携
機

構
の
設
立
に
向
け
て
の
準
備
や

そ
れ
ま
で
の
間
の
救
急
医
療
体

制
、
そ
の
他
の
地
域
医
療
な
ど

に
つ
い
て
協
議
、
調
整
を
行
い

ま
す
。

　

第
１
回
会
議
で
は
、
新
た
な

「
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
」
に

つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
報
告
を

受
け
た
後
、
設
置
要
綱
（
案
）

お
よ
び
同
連
携
機
構
の
概
要

（
案
）
に
つ
い
て
協
議
。
設
置
要

綱
が
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た

ほ
か
、同
連
携
機
構
や
休
日
（
夜

間
）
急
病
診
療
所
（
仮
称
）
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

新たな地域医療再生
計画のイメージ図

京都府立医科大など

連携

医師・研修医寄附講座

研修プログラム
奨学金

各病院と連携

連携 連携

舞鶴医療センター

一般280床

脳卒中センター、
周産期サブセンター
▪事業費　24億8,500万円
（うち基金12億円）
・地域医療支援病院
・救急告示病院
・地域がん診療連携拠点病院
・認知症疾患医療センター

府立舞鶴こども療育センター

一般30床

※同一敷地内に設置

舞鶴市休日（夜間）急病診療所（仮称）
診療所

精神120床

小児医療
▪事業費　12億5.000万円
（うち基金2億5,000万円）

一次救急医療
▪事業費　1億円

舞鶴市民病院

療養病床
▪事業費　11億円
（うち基金5,000万円）

リハビリテーションセンター
▪事業費　13億2,300万円
（うち基金5億円）

舞鶴赤十字病院

一般198床
（うち回復期48床）

※一体的な運営（相互支援）

府緊急時放射線検査施設
▪事業費　1億5,000万円
（うち基金全額）

・救急告示病院

療養100床

・急性期・回復期と連携

連携

舞鶴共済病院

循環器センター
▪事業費3億7,000万円
（うち基金1億5，000万円）

一般310床

・周産期医療二次病院
・救急告示病院

（仮称）舞鶴地域医療
連携機構

市が設置
▪事業費　1億円

　

府
が
国
に
提
出
し
て
い

た
「
中
丹
地
域
医
療
再
生

計
画
」
の
修
正
案
が
、
３

月
26
日
付
け
で
厚
生
労
働

省
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
長
年
の
課
題
で
あ

っ
た
地
域
医
療
の
再
生
へ

向
け
た
取
り
組
み
が
い
よ

い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
今
後
、
計
画
期

間
の
期
限
で
あ
る
平
成
25

年
度
末
ま
で
に
公
的
４
病

院
の
機
能
充
実
な
ど
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
再
生
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
医
療

連
携
推
進
課
（
☎
66
・
１
０
３
６
）
へ
。
舞
鶴
市
民
病
院
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
62
・

２
６
３
０
）
へ
。

　

４
月
か
ら
市
民
病
院
の
療
養

病
床
を
８
床
増
床
（
48
床
か
ら

56
床
に
増
床
）
し
、
療
養
病
棟

に
看
護
体
制
を
集
約
し
た
運
営

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
病

床
（
60
床
）
は
３
月
末
で
休
床

し
ま
し
た
。

　
「
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
」

の
修
正
案
が
３
月
26
日
付
け

で
国
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
同
病
院
は
市
に
不
足
す
る

療
養
病
床
に
特
化
し
、
慢
性
期

医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
平
成

26
年
春
の
開
業
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ま
で
の
間
も
現
在
の
施
設
で
で

き
る
限
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
運
営
を
図
り
、
経
営
の
改
善

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

《
外
来
診
療
は
引
き
続
き
実
施
》

次
の
診
療
科
の
外
来
診
療
は
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

❖
神
経
内
科
❖
呼
吸
器
内
科
❖

消
化
器
内
科
❖
脳
神
経
外
科
❖

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

《
加
佐
診
療
所
に
新
た
に
外
来
診

療
科
を
開
設
》
４
月
か
ら
加
佐

診
療
所
に
整
形
外
科
と
脳
神
経

外
科
の
外
来
診
療
科
を
開
設
。

▪
整
形
外
科　

❖
診
療
日
時
…

毎
週
月
曜
日
、
14
時
～
16
時

▪
脳
神
経
外
科　

❖
診
療
日
時

…
毎
週
火
曜
日
、
９
時
～
12
時

　

な
お
、
次
の
診
療
科
の
外
来

診
療
は
従
来
ど
お
り
行
っ
て
い

ま
す
。

❖
内
科
❖
神
経
内
科
❖
呼
吸
器

内
科
❖
消
化
器
内
科
❖
歯
科

　

国
に
承
認
さ
れ
た
同
計
画
は
、

医
療
機
能
の
選
択
と
集
中
、
分

担
と
連
携
に
よ
り
地
域
医
療
の

再
生
を
図
り
、
東
・
西
地
域
の

医
療
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
体

制
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
後
、
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

は
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
周

産
期
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
舞
鶴
共

済
病
院
は
循
環
器
セ
ン
タ
ー
、

計
画
の
概
要

舞
鶴
赤
十
字
病
院
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
舞
鶴

市
民
病
院
は
療
養
病
床
と
い
っ

た
公
的
４
病
院
の
特
徴
的
な
機

能
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「（
仮
称
）
舞
鶴
地
域

医
療
連
携
機
構
」
を
設
立
し
、

救
急
医
療
体
制
の
充
実
や
各
医

療
機
関
の
連
携
強
化
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
地
域
医
療
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

各
病
院
の
事
業
計
画
な
ど
は
、

上
図
の
と
お
り
で
す
。

▶
（
仮
称
）
舞
鶴
地
域
医
療
連
携
機

構
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
協
議

がれきの受け入れにご理解を

　

私
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
が
れ
き
処
理
に
つ

い
て
、
国
・
府
か
ら
の
支
援
要

請
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
市
と

し
て
積
極
的
に
対
応
し
、
で
き

る
限
り
早
期
に
受
け
入
れ
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
て
か
ら
１
年
以

上
が
経
過
し
た
今
も
、
被
災
地

の
が
れ
き
処
理
の
遅
れ
も
あ
り
、

復
旧
・
復
興
は
遅
々
と
し
て
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　

本
市
は
平
成
16
年
の
台
風
23

号
の
災
害
に
お
い
て
、
近
隣
市

町
を
は
じ
め
府
内
外
か
ら
災
害

廃
棄
物
の
処
理
の
支
援
を
い
た

だ
き
、
今
ま
さ
に
恩
を
返
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、

被
災
地
か
ら
の
災
害
廃
棄
物
を

受
け
入
れ
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
東

北
地
方
の
方
々
の
受
け
た
苦
し

み
を
全
国
の
自
治
体
で
引
き
受

け
、
軽
減
す
る
こ
と
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
、

今
回
、
が
れ
き
の
受
け
入
れ
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い

て
も
市
議
会
が
、
が
れ
き
の
受

け
入
れ
を
表
明
す
る
決
議
を
可

決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
受

け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
市
が

放射線量 日常と同等以下を条件に

処
理
を
行
っ
て
い
る
日
常
の
廃

棄
物
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以

下
の
放
射
線
量
の
も
の
に
限
る

と
い
う
条
件
の
も
と
、
市
の
処

理
能
力
に
応
じ
、
身
の
丈
に
あ

っ
た
受
け
入
れ
の
対
応
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
あ
る
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
同
意
を
得
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
は
、
今
後
、
私
が
先
頭
に
立

っ
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
丁
寧
に

説
明
し
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

舞鶴市長

東日本大震災

療
養
病
床
に
特
化

４
月
か
ら
診
療
体
制
を
変
更

市民病院

68

国
が
承
認
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

地
域
医
療
連
携
機
構
準
備
会
議
を
開
催

新
た
な
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画

※事業費は概算

今
後
、
具
体
案
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
な
ど
の
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

▪
座
長　

荒
木
義
正
（
舞
鶴
医

師
会
長
）

▪
委
員　

❖
平
野
伸
二
（
舞
鶴

医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）
❖
布
施

春
樹
（
舞
鶴
共
済
病
院
長
）
❖

西
田
和
夫
（
舞
鶴
赤
十
字
病
院

長
）
❖
千
賀
義
弘
（
舞
鶴
市
病

院
事
業
管
理
者
）
❖
坪
内
幸
久

（
舞
鶴
市
保
健
福
祉
部
長
）

▪
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

弓
削
マ
リ
子

（
京
都
府
中
丹
東
保
健
所
長
）


